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午後２時０分 開会

■議長（川上香瞳羽） これより令和７年度四万十市高校生議会を開会いたします。

私は、高知県立中村高等学校の質問の間、議長を務めます。高知県立幡多農業高等学校２年、

川上香瞳羽です。よろしくお願いいたします。

開会に当たり、四万十市議会宮﨑 努議長より、ご挨拶をいただきたいと思います。

宮﨑 努議長。

～～～～～～～～～～～～～～～

■四万十市議会議長（宮﨑 努） 皆さん、こんにちは。

四万十市議会議長の宮﨑 努でございます。

四万十市高校生議会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

生徒の皆さんは、学校の授業で地方自治における議会の役割を学ばれていることと思います。

四万十市議会には、市民から選挙で選ばれた18名の議員がおります。議会及び議員の主な役割

は、市民の皆さんの日常生活の中で生じる様々な問題や課題・要望などをくみ取り、執行部に

対し提言したり、是正を求めたり、そういったことを問題点を提言していく、そんなことや市

政に係る予算執行に関して、適正に執行されているかチェックし、本会議で議案審査等を行う

ことです。

また、議員に与えられた権利の一つに一般質問があります。これは、会議規則に基づき、四

万十市の一般事務に対して質問することが認められており、議員は市長等へ質問を行うことが

できます。

本日は、皆さんに議員になっていただき、この一般質問を行っていただきます。皆さんが一

生懸命考えてきてくれた四万十市に対する質問に対し、市長をはじめ、執行部の方々は、真摯

にご回答いただけることと思います。

皆さんの若い力と柔軟な頭を活用して、ここにいる市長以下、執行部の皆さんをたたきのめ

してください。というのは冗談です。質問というのは、たたきのめすんじゃなくて、みんな、

こっちにいるメンバーも、皆さんも、みんながこの四万十市をよくしたい、そういった思いで

やりますので、そういった形で建設的な意見がどんどんどんどん出てくることを期待しており

ます。

皆さんのご健闘をお祈りし、私からの挨拶といたします。ぜひ頑張ってください。

■議長（川上香瞳羽） 宮﨑 努議長、ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（川上香瞳羽） 日程第１、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

令和７年度四万十市高校生議会の会期については、本日１日とすることにご異議ありません

か。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

■議長（川上香瞳羽） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～

■議長（川上香瞳羽） 日程第２、ただいまから、質問通告に従い、一般質問を行います。

小松にこ議員。

■１番（小松にこ） 高知県立中村高等学校、小松にこです。

議長のお許しを得ましたので、質問させていただきます。

主権者教育について、出前授業や投票箱・投票記載台などの物品貸出しを行っているとのこ

とですが、その効果は十分に現れていないように感じられます。

そこで、現在行われている主権者教育に加えて、選挙期間中、主に幼児から生徒を対象とし

た模擬投票所を市役所内に設置してはどうでしょうか。

実際、令和４年から令和７年９月24日までに出前授業や物品貸出しが行われたのは、僅か４

校にとどまっており、この数は、決して多いとは言えません。明るい選挙推進協会やほか自治

体が実施した若年層の政治選挙に関する意識調査によると、若年層が投票に行かない理由とし

て、選挙に関心がないという回答が多く見られました。加えて、令和７年４月20日に行われた

四万十市長選挙の年代別投票率を見ても、30代以上の年代は、全て投票率が50％を超えている

一方で、10代は約17％、20代は約34％となっており、若年層の投票率は、極めて低い状況にあ

ります。もし模擬投票所を設置できれば、実際の投票所と同じ環境を体験できるようにするこ

とで、幼い頃から選挙の仕組みや雰囲気を知り、選挙に少しでも興味を持ち、身近に感じるこ

とができるようになるのではないでしょうか。そして、将来の投票行動につなげることができ

ると考えます。模擬投票を通じ、選挙を身近なものとして感じさせるきっかけをつくることが、

若年層の投票率向上にも有効なのではないでしょうか。

以上、ご意見お聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 亀谷選挙管理委員会委員長。

■選挙管理委員会委員長（亀谷暢子） 小松にこ議員の質問にお答えいたします。

模擬投票につきましては、選挙啓発の手法として広く行われているものでございまして、さ

きの参議院選挙期間中におきましても、高知県選挙管理委員会が、イオンモール高知で行った

ものや、高知市内公立高校が、全校生徒を対象に実施した例もございます。

このような取組につきましては、すぐに成果が現れるものではございませんが、将来の投票

行動につながる意味のあるものと考えております。

しかしながら、提案にございますような本市での選挙期間中の実施につきましては、本市選

挙管理委員会の体制上、困難というのが現状です。とはいうものの、提案の趣旨はすばらしい

ものですし、この提案を効果的に実施するのであれば、やはり学校単位での実施が望ましいの

ではと考えます。
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さきに紹介しました高知市内の公立高校での選挙期間中の模擬投票につきましても、高校が

主体に行ったものと聞いておりますので、そのような取組が行われるのであれば、選挙物品の

貸出しや選挙の運営方法などについての事前レクチャーなど協力ができると考えますので、ぜ

ひ検討いただきたいと思います。

■議長（川上香瞳羽） 小松にこ議員。

■１番（小松にこ） ご答弁ありがとうございます。

ほかに市で主権者教育に関して行われている、また企画されていることはありますでしょう

か。

■議長（川上香瞳羽） 亀谷選挙管理委員会委員長。

■選挙管理委員会委員長（亀谷暢子） お答えいたします。

選挙を身近に感じるため、取組としては、実際の投票所に保護者等と一緒に行くことを推奨

しています。18歳未満の子は、保護者と一緒に投票所に入ることができます。また、前回選挙

から、投票所に一緒に来た子に、記念のシールを配布する取組も始めましたので、ぜひ一緒に

行ってもらい、実際の投票所がどんなところで、どんなふうに投票しているか、体験してもら

いたいと思います。

■議長（川上香瞳羽） 小松にこ議員。

■１番（小松にこ） ご答弁ありがとうございます。

先ほどご答弁いただきましたように、様々な主権者教育を行われているとのことですが、そ

の現状や効果についてどのようにお考えでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 亀谷選挙管理委員会委員長。

■選挙管理委員会委員長（亀谷暢子） すぐに効果が出るものとは考えておりませんけれども、

現状、続けていきたいと思っております。

■議長（川上香瞳羽） 小松にこ議員。

■１番（小松にこ） ご答弁ありがとうございます。

私たちももうすぐ選挙権を得て選挙に参加することができるようになるので、これからの市

や学校の主権者教育に期待するとともに、私たち自身の選挙に対する意識を変えていけるよう、

努力していきたいと思います。

以上で私の質問とさせていただきます。

■議長（川上香瞳羽） 以上で小松にこ議員の質問を終わります。

続いて、藤田 雅議員。

■２番（藤田 雅） 高知県立中村高等学校の藤田 雅です。

議長のお許しを得ましたので、提案させていただきます。

私は、医療について提案があるのですが、コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査キットを学校

の保健室に備品として導入してはどうでしょうか。
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理由としては、陽性者をいち早く見つけ、学校での子供のクラスターを防ぐためです。実際、

内閣官房がまとめた資料によると、コロナ禍での場所別のクラスター発生件数では、学校・教

育施設が703件と最多となっていた年があります。また、その場で陽性か陰性かの検査ができ

るので、病院の予約を取る必要がなく、保護者の方や医療従事者の方の負担を少しでも和らげ

られるのではないかと思います。なので、導入する対象としては、クラスター発生率の高い小

中学校を考えています。

大規模な蔓延は終息したものの、いまだに感染症の一つとして学校という集団生活の中では

存在感を示しています。

以上、この提案についてご意見お聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 藤田 雅議員のご質問にお答えします。

まず、ご質問ありがとうございます。学校の保健室に新型コロナウイルスＰＣＲ検査キット

を置いてはどうかというとても実際的で考え深い提案だと思います。よくいろんなことをお調

べになって提案してくれたと思い、感謝をしております。

学校の保健室にＰＣＲ検査キットを置く、ＰＣＲ検査はご存じのように、体の中のウイルス

を調べるために検体を採取して分析する検査です。この検査は、医師など医療従事者の判断や

処置が必要な医療行為に当たるため、学校の保健室で行うことは、制度上難しいのが現状です。

ただし、学校では、発熱や体調不良の生徒が出たとき、すぐ対応できるように、保健室での

一時的な観察や家庭・医療機関への連絡体制を整えています。

さらに、市では、学校や保健所などと連携しながら、感染予防のためのマスク・消毒・換気

など基本的な対策を続けています。

ご提案のように、学校がもっと早く感染の有無を確認できるようにしたいという視点はとて

も大切な視点です。今後も感染症への備えや健康安全の在り方について、国や県の方針を見な

がら、学校現場の児童生徒の安全を第一に考えていきたいと思います。

高校生の皆さんが、こうした課題を自分自身の立場から考えてくださることは、地域の未来

を支える上でとても心強いことです。どうもありがとうございました。

■議長（川上香瞳羽） 藤田 雅議員。

■２番（藤田 雅） ご答弁ありがとうございます。

先ほどマスクやその他のことで感染拡大等の対策を行っていると伺いましたが、これから冬

になり、インフルエンザ等の感染が懸念されるかと思います。ですが、今はマスク等あまり周

りの友人はしていないと思うのですが、これからそのような新型コロナウイルスの蔓延が収ま

り、少し私たちの感染に対する意識が薄れた今、どのような対策をするとお考えでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） 学校現場と行政と連携をしながら、新型コロナウイルスの感染、それ



- 6 -

からインフルエンザの感染についてを学校現場と一緒に連携をしながら、マスク等再度見直し

ていただくような連携をしたいと思います。ちなみに、昨年、令和６年度に新型ウイルス感染

で出席停止になった児童生徒数は、小学校が36名、中学校で32名、合計68名になります。同じ

く令和６年度にインフルエンザで出席停止になった四万十市内ですけど、児童生徒数は、小学

校で133名、中学校で57名、合計延べ190名と、新型コロナウイルス感染症に比べて約３倍の数

を出しています。学校現場とは今後も四万十市教育委員会と連携を持ちながら、マスク・手洗

い・換気など、さらに気温が下がる今、進めてまいりたいと思います。ぜひ高校のほうでも、

皆さんからお声を出していただいて、学校のほうでマスクや手洗い・換気をしようという声を

発していただければと思います。ご質問ありがとうございます。

■議長（川上香瞳羽） 藤田 雅議員。

■２番（藤田 雅） ご答弁ありがとうございました。

今後より一層の四万十市の感染拡大における取組に期待をしております。

続いて、小中学校に新型コロナウイルスによる後遺症の相談窓口カードを配布することにつ

いてです。

個人的に、コロナウイルスによる後遺症についての相談窓口はあまり知られていないように

感じます。実際、友人20名以上の方に、このことに関して相談できる場所を知っているか聞い

てみたところ、ほとんどの人が知りませんでした。

また、学校には、いじめの相談窓口カードが配布されていますが、新型コロナウイルスに関

する後遺症の相談窓口カードは配布されていません。そして、ファイザーによると、コロナウ

イルスに感染し、入院した方々の中で、後遺症が見られたのは３人に１人という割合で、決し

て少なくはありません。

そこで、もし学校で相談窓口カードを配布すれば、絶対に生徒が一度目にするのに加え、保

護者に手紙を渡すことで、より確実に情報を伝えることができると思います。

以上、この提案についてご意見お聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） ご質問の小中学校への新型コロナウイルスによる後遺症の相談窓口

カードの配布についてお答えをします。

新型コロナウイルス感染症は、発熱やせきなどの急性症状だけではなく、回復後もだるさ、

集中力の低下、息苦しさなどの後遺症が見られる場合などが報告をされております。特に、子

供たちにとっては、体調の変化をうまく言葉で伝えられないこともあり、周囲が気づきにくい

ことが大きな課題の一つとなっています。

市教育委員会は、学校を通じて情報提供を行い、体調不良や不安の相談がしやすい環境づく

りに努めてまいります。

ご提案の相談窓口カードの配布は、児童生徒が自分の体調の不安を安心して伝えられるきっ
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かけとなる有効な方法の一つだと考えます。

今後は、学校現場の意見も伺いながら、養護教諭やスクールカウンセラー、また学校医とも

連携をし、雅議員のおっしゃった相談窓口カードの導入、既存の健康観察シートの工夫など、

子供たちの心身のケアがより行き届く仕組みを検討してまいります。ご提案ありがとうござい

ます。

■議長（川上香瞳羽） 藤田 雅議員。

■２番（藤田 雅） ご答弁ありがとうございました。

この取組の実現によって、後遺症等に苦しむ市民の皆さんの負担が和らぎ、多くの人たちが

安心・安全に暮らせる町となることを願っております。

以上で私の質問について終わります。

■議長（川上香瞳羽） 以上で藤田 雅議員の質問を終わります。

続いて、宮本純怜議員。

■３番（宮本純怜） 高知県立中村高等学校２年の宮本純怜です。

議長のお許しを得ましたので、質問させていただきます。

私たちは、四万十市で過ごしていく中で、自然や人の温かさ、地域のよさを感じながら生活

しています。

しかし、進学や就職をきっかけに、多くの若者が市外へ出ていき、そのまま帰ってこない

ケースが多いように感じます。

現在、若者が四万十市に帰ってきやすくなるような支援策は、具体的にどのようなものがあ

りますか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

今、本市が移住に関する支援策でございますけれども、１つは、補助金に対する支援です。

ＵＩＪターンで移住された方の引っ越し費用を補助する、それから奨学金の貸与を受けて大学

に進学したことに関しては、就労している方へは、奨学金の返還のご支援を一旦する、そして

最後、アパートなどの賃貸物件の家賃を補助する、東京圏から本市に移住して働く方への支援

金の支給というものがございます。

■議長（川上香瞳羽） 宮本純怜議員。

■３番（宮本純怜） ご答弁ありがとうございました。

それらにはどのような効果がありましたか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

移住に関しましては、四万十市にはＮＰＯの移住を支援する会というものがありまして、そ

ちらのほうに登録をいただいて、それから四万十市のほうに移住をしていただくという方法、
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そこに登録していただくことによって、四万十市の移住支援を受けられるというような方法を

取っております。

そういった中で、令和６年におかれましては225組の登録をいただきまして、そのうち44組、

72名が移住してきていただいております。

■議長（川上香瞳羽） 宮本純怜議員。

■３番（宮本純怜） ご答弁ありがとうございました。

２つ目の質問です。

高校生や大学生が、期間限定でお店を出せるお試し起業や市外に出た若者が地元で数日間働

きながら暮らす体験があれば、地元に戻るきっかけになると思います。地元の企業や高校生自

身が、地元をＰＲできるような場をつくることで、地元愛も深まると思います。

このような高校生や若者目線の具体的な取組について、市として今後どうお考えですか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。もうぜひＵターンの人たち来てもらいたいと

いうところでございますけれども、今ご提案いただいたようなお試しで起業とか職場体験とい

うような事業というのは、残念ながら今四万十市にはありません。ただし、実際に起業をしよ

うとする思いがある方に対しましては、例えば天神橋商店街でチャレンジショップというよう

な制度がありまして、実際、自分で起業するとなると、非常に初期投資がかかりますけれども、

そういった部分を支援することによって、少額でも仕事を試してみる、そういったことができ

る、そういった取組を行っております。

それから、地元に先ほど愛着を持ってもらうためにもこの地域のというところありましたけ

れども、これに関しましては、今年はしまんとこどもプロジェクトという事業を今年からプレ

でさせていただいております。これは、小学校から高校生までが、それぞれ今年幡多農の生徒

さんも出ていただいたんですけれども、今日来てくれている人たちが司会というか、中村高校

の生徒さんも参加していただいたんですけども、そういった中で、この地域の課題であるとか、

この地域のいいところであるとか、またそういったものを解決したり、そういったものを外に

伝えていく、そういったことを子供たちが考えて、実際にやることに対して、また助成、補助

金をつけて応援していく、そういった取組もしてますので、そういったところでこの地域に対

する思いとか、そういったものが醸成されていければいいかなというふうに思っております。

■議長（川上香瞳羽） 宮本純怜議員。

■３番（宮本純怜） ご答弁ありがとうございました。

本日の経験を通して、人口減少問題への理解が深まりました。将来は、市役所に勤めて、地

元の課題解決に力を尽くせるように頑張りたいと思います。改めてありがとうございました。

以上で私の質問とさせていただきます。

■議長（川上香瞳羽） 以上で宮本純怜議員の質問を終わります。
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続いて、仙頭 迅議員。

■４番（仙頭 迅） 高知県立中村高等学校の仙頭 迅です。

議長のお許しを得ましたので、質問させていただきます。

現在、日本の多くの自治体が直面している問題に少子高齢化がありますが、四万十市では特

に深刻な問題となっています。

この問題を解決するためには、親が安心して妊娠から出産、育児を行える包括的な行政の取

組が必要不可欠であると考えます。そして、まず重要なのは、生まれてくる新しい命へ、充実

した医療を提供することです。

しかし、現在、四万十市内には、産婦人科と小児科がそれぞれ１つずつしかありません。安

心して妊娠・出産を行うために産婦人科を、子供に充実した医療を提供するために小児科を開

設することは、子育て支援において最も重要なことであると考えます。実際に、四万十市内で

子育て支援に取り組む法人で働いておられる方に取材をしたところ、やはり少子化の流れを止

めるためには、まず産婦人科・小児科といった医療面でのサポートが重要ではないかという意

見をいただきました。

そこで、四万十市が動いて、いち早く四万十市立市民病院に新しく小児科・産婦人科を開設

し、この少子化の大波に歯止めをかけることが必要ではないでしょうか。

以上、ご意見をお聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

それでは、ご答弁を申し上げます。

まず、本市の出生数と小児科及び産婦人科の状況、今お話しいただきましたけれども、実際

出生数は、平成27年、268人あったものが、10年後、令和６年には152人ということで43％減っ

ているというのが現状です。幡多地域で考えましても、令和６年度出生数292人ですので、そ

のうちの四万十市はもう152人、約半分というような状況でございます。

そういった中で、医療体制の話になりますが、おっしゃるとおりで、本市の医療機関、今、

小児科１つ、産婦人科は１つという状況でございます。幡多地域全体で見ますと、宿毛、それ

から土佐清水にありまして、小児科は４か所、それから産婦人科も県民病院がございますので

２か所という状態になっております。

今回のご質問にある増設をすることによって、安心・安全な医療体制をつくるというところ

ではございますけれども、まずさたけ小児科さんが閉まったということで１つになったんです

けれども、小児科につきましては、現在、開業を検討されてるお医者さんがおりまして、四万

十市としましても、それをぜひ応援したいということで、小児科診療所新規開設支援事業補助

金というものを創設して、その開業のお手伝いをさせていただいており、また市民病院の西棟

の１階の空いているスペース、そこの部分をお貸しするということを取り組んで、その新しく
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今度12月３日に小児科のほうが開業するという準備が今進んでいるということで、四万十市に

おいてはもう一つ、増えていくという状況でございます。

一方で、産婦人科の新設というところでございますけれども、現状先ほど申しましたけれど

も、出生数が大変減少しているという中で、採算性も含めて、病院として１つ産婦人科をつ

くって維持していくっていうことがなかなか難しい。それから、もう一つ大きな問題が、産婦

人科医に関しては、医師不足というのが日本国中で問題になっているという状況もございます

ので、もちろんあったほうがいいという状況は分かりますけれども、それをきちんと維持して

いくっていうこと踏まえたときに、現状かなり厳しい状況というのがあります。

ただ、地域の中で出産をしていくという中で、先ほど幡多全体で292人出生と言いましたけ

れども、10年前は四万十市だけで同じぐらいだったということを考えると、幡多地域でこう

いった医療というのも、ほかの、四万十市だけではなく、この幡多地域で医療というのをしっ

かりと充実させていくことによってカバーしていき、また採算性もしっかりと取っていく、そ

ういった考え方も一つ必要になってくるんではないかなというふうにも考えておりますので、

ほかの県とか市町村とも連携をすることで、この四万十市の安心・安全の医療体制というのを

維持していきたいと、そのように考えております。

■議長（川上香瞳羽） 仙頭 迅議員。

■４番（仙頭 迅） ご答弁ありがとうございます。

四万十市だけでなく、幡多地域全体として少子化が大きな問題となっている中で、四万十市

が幡多地域を先導してこの取組を進めていってもらえることを期待してます。

続いて、２つ目の質問に移らさせていただきます。

２つ目は、放課後児童クラブ指導員の労働条件改善についてです。

近年、共働き世帯の増加に伴い、学童保育へのニーズが高まっています。仕事に家事・育児

と多忙を極める親世代にとって、放課後や学校休業日の子供に適切な遊び及び生活の場を提供

してくれる放課後児童クラブの役割は、非常に大きくなってきています。

しかし、現在、四万十市の多くの放課後児童クラブでは、担当職員不足によって小学３年生

までの受入れにしか対応できていない状況です。小学校６年間の間、親が安心して子育てがで

きる環境をつくるためには、現場の職員の労働条件を改善し、人手不足に歯止めをかけること

が必要ではないかと考えています。

そこで、人材確保を目的として、放課後児童クラブ指導員の賃金アップを検討していただけ

ないでしょうか。そうすることで、比較的低所得という理由で学童保育へ携わる道を閉ざして

しまう人を減らし、新しくこの職業に興味を持つ人を増やすことで、人手不足の問題を解決す

ることができるのではないでしょうか。

以上、ご意見お聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。
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■市長（山下元一郎） お答えいたします。

ありがとうございます。子育て中の家庭にとりまして、安心して子供を預けられる施設があ

るということは、非常に重要だというふうに思っておりまして、その一つが放課後児童クラブ

だというふうに考えております。

今議員より放課後児童クラブの賃金アップということで具体的なご提案をいただきました。

人材の確保をするに当たって、大変有効な方法だというふうに認識もしております。

そういった中で、今、放課後児童クラブの賃金はどういうふうに決めておりますかと言いま

すと、市の職員さんの給料と見合わせて決めているという状況がございます。そういった中で、

何かしら基準がないと、その賃金というのが決めづらい中で、そこを四万十市としてはやって

おりまして、この放課後児童クラブも四万十市のサービスの一つと考えますと、クラブだけを

賃金アップするということはなかなか非常に現実的に難しいと、全体で見直していかないと。

それにつきましては、今、国から毎年人事院のほうからも給料等々の見直しというのはしてお

りまして、昨年、今年というのも少しずつではありますけれども、アップするというようなこ

とはしておりますので、そういったところではやっておるというところでございます。

そもそもの先ほどのお話の中でありました放課後児童クラブの維持というところで、１つは

人材不足で、３年生までしか入れないというところがあったんですけども、これもう一つ大き

な問題がありまして、施設が足りてないというところがあります。足りているところに関して

は、３年生以上のところでも受け入れているという現実もあるんですけれども、足りていない

ところに関しましては、実際３年生というのが現実でございます。そういった中で、施設を今

後、ではつくるのかというようなところになってくるんですけども、先ほどの最初の質問にも

関連するんですけども、人口が減っていくという中で、どこまで投資をしてやっていくかとい

うところの問題にもなってきますので、そこはしっかりと見定めてやっていきたいというふう

に考えております。

以上でございます。

■議長（川上香瞳羽） 仙頭 迅議員。

■４番（仙頭 迅） ありがとうございます。

先ほど賃金アップについては、公務員、市の職員として、全体の見直しが必要だという意見、

ご指摘をいただきましたが、現場の職員の方にインタビューをすると、市の職員とは違って、

放課後児童クラブの指導員の方は、週40時間フルタイムで働くことができないというところに

時給ベースでは見えてこない問題があるということが分かりました。

そういった労働時間のほうの問題についても、積極的にご意見お聞かせ願えますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。おっしゃるとおりでございまして、１日８時

間のフルタイムではない仕事というところで、お給料という部分が一緒ではないというのも
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おっしゃるとおりでございます。ただし、こういったものに関しまして、そのお仕事お仕事の

中で、市の職員さんとして全てほかの時間を埋めるというような部分には今残念ながらなって

おりませんので、現状はその空いた時間に関しましては、そのお仕事をその人に探していただ

いてやってもらうっていう形にはなっております。市としても、ほかの仕事っていうのも中に

はありますので、うまくはまるものがあればとは思いますけれども、現状多分そういうのがな

いというのがあると思いますんで、そこは常に意識してやっていきたいと思います。

■議長（川上香瞳羽） 仙頭 迅議員。

■４番（仙頭 迅） ご答弁ありがとうございました。

以上で私の質問を終わらさせていただきます。

■議長（川上香瞳羽） 以上で仙頭 迅議員の質問を終わります。

続いて、宮﨑柚帆議員。

■５番（宮﨑柚帆） 中村高校２年の宮﨑柚帆です。

議長のお許しを得ましたので、災害時の避難所について質問させていただきます。

まず、南海トラフ地震を想定した場合、具同地区ではどのくらいの住民が避難すると見込ま

れているのか、またその想定人数と避難所の収容可能人数はどの程度一致しているのかお聞き

します。

避難者数に対して、避難所の規模や数が十分でなければ、混雑や衛生環境の悪化につながり、

安全で快適な避難生活を送ることが難しくなると考えます。ご意見をお聞かせ願えますでしょ

うか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。お答えさせていただきます。

平成25年に高知県が発表した南海トラフ地震の被害想定におきまして、想定される大規模の

地震が起こった場合、四万十市では避難所に5,600人の人が避難するとされており、このうち

具同地区につきましては、想定避難者数ですけども、750人程度というふうに想定しておりま

す。

これに対しまして、紛争や災害の被災者が、尊厳のある生活を送ることを目的に定めたス

フィア基準というのがあるんですけれども、避難者１人当たりに必要な面積を3.5㎡というこ

とで計算した場合、具同地区の指定避難所である具同小学校、それから中村西中学校の体育

館・校舎を合わせて1,100人以上となりますので、避難者の収容は可能になってくるというふ

うに考えております。

■議長（川上香瞳羽） 宮﨑柚帆議員。

■５番（宮﨑柚帆） ご答弁ありがとうございました。

次に、南海トラフ地震の際には、津波や浸水が心配されますが、具同地区の避難所の一つで

ある具同小学校は、浸水想定区域に含まれると聞きました。さらに、川や低地が多いため、地
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震による液状化の心配もあります。

こうした２次被害のリスクに対して、安全に避難できるのか不安を抱えている具同住民が多

いことを知り、市としてどのような対策を考えておられるのか、教えていただけますか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

まず、具同地区の災害リスクについてご説明をさせていただきますと、南海トラフ地震の被

害想定では、一つ、河川沿いの平野部において液状化、先ほど言いました、が高いというふう

に考えられております。それから、津波の浸水、こちらは実は具同地区は、津波での浸水とい

うのは想定されておりません。浸水被害の想定というのがあるのは事実でございまして、こち

らは、大雨が降って四万十川が氾濫する、そういったリスクを具同地区は抱えておりまして、

その部分での想定というものでは0.5ｍから３ｍの浸水という、具同小学校付近ですけども、

広範囲で浸水という想定がされております。

ご質問に安全な避難という対策ですけれども、まず道路、それから橋、水道などの基幹イン

フラについては、日常からの点検整備、改修はもとより、耐震化、それから多重化を図ること

で、災害に重要な命の道としての機能を維持するように取り組んでおります。

また、事前に被害が予想できる豪雨災害、先ほどの雨もありましたけれども、そういった場

合は、浸水や土砂災害が発生する前に、安全なところに逃げていただく、先ほどありました指

定避難所等々に逃げていただく、そういった情報の発信というのを心がけているところでござ

います。

また、いつ起こるか分からない地震につきましては、基本的にはお住まいの倒壊を防ぐよう

な耐震、そして家具の転倒防止に係るそういった補助を四万十市としてそれぞれさせていただ

いておる、そういった形で、まずは最初の揺れから命を守るというところをやっていただきた

いということでやっております。

それから、今度避難行動がついて回るんですけれども、先ほど申し上げたとおり、具同は津

波による浸水というのは想定しておりませんので、基本的には地震が終わった後に液状化され

てない道路を使って避難所のほうに逃げていただくっていうのが基本になるというふうに考え

ております。その部分に関しまして、例えば体が不自由な方、そういった方々もいらっしゃる

ので、そういった場合は避難行動要支援者に関しては、地域の自主防災組織というのを組織し

ていただいておりますので、そういったところと協力をしていただきながら、市と実際地元の

人たちとが助け合って逃げていく、そういった支援体制を計画としているというところでござ

います。

今言いましたけども、行政が全部入っていくっていうのは、非常に難しい問題でございまし

て、被災するときは、消防も警察もみんな一緒に被災するので、なかなかすぐに行けないと

なってくると、やっぱり近くにいる人たちが助け合っていただいて、一番最初はそれで命を
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守っていただく。その後、しっかりとその後、次の復活というか、安心・安全な日常の生活に

どれだけ早く戻せるか、そういった部分でこの公助っていうのをしっかりと使っていければと

いうふうに考えております。

以上でございます。

■議長（川上香瞳羽） 宮﨑柚帆議員。

■５番（宮﨑柚帆） ご答弁ありがとうございました。

最後に、避難所での生活環境についてお伺いします。

全国的に災害関連死の要因の一つとして、トイレ不足や不衛生な環境が挙げられます。

そこで、災害時に避難してきた全ての人が、安心して利用できる環境を整えるため、市とし

てどのような対策や準備を進めておられるのか、お聞きします。例えば、仕切りや照明を備え

た女性専用トイレ、手すりつきの高齢者向けトイレ、子供用の簡易便座の導入など、利用者の

立場に配慮した工夫があるとより安心できる避難生活につながると思います。こうした工夫を

取り入れるご予定がありましたら、お聞かせいただけますでしょうか。

■議長（川上香瞳羽） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

まず、災害時のトイレ対策、非常に重要でございます。先ほどのスフィア基準というお話あ

りましたけれども、皆さんが最低限の生活をしていくために必要なことで、先ほど面積の話を

しました。トイレもありまして、発災時、基本的には、50人に１基っていうのが必要になりま

して、避難が長期化するとなると、20人に１基、男性１基に対して女性は３基っていうのが基

本的な基準としてあります。

そういった中で、今市として準備しているものとなりますと、既存の避難施設におけるトイ

レ施設を利用して、凝固剤などの携帯トイレなどで対応する、こちらは仕切りがある中で使う

ことになりますけれども、この組立て式のトイレ、それからトイレカーの購入というのも今取

り組んでおります。市の目標である避難想定者の７日分の対応が可能な状況ということで、一

定、起こった瞬間に関してはあると思います。ところが、今おっしゃったような災害時のトイ

レ環境ということになりまして、特に長期化していくっていうところになってくると、現状今

おっしゃってたように、隔離されたスペースでとかというようなことも含めていくと、なかな

か身体障害者の方がいらっしゃったりとか、そういったことに対応するとか、そういった部分

に関してはまだまだちょっと不十分なところもあると思うので、こちらに関しては今からしっ

かりと取り組んでまいりたいというふうに考えております。ありがとうございます。

■議長（川上香瞳羽） 宮﨑柚帆議員。

■５番（宮﨑柚帆） ご答弁ありがとうございました。

今回のご答弁を参考に、私たち高校生も防災について考え、できることから取り組んでいき

たいと思います。改めてありがとうございました。
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■議長（川上香瞳羽） 以上で宮﨑柚帆議員の質問を終わります。

これにて高知県立中村高等学校の一般質問を終了いたします。

この際、14時55分まで休憩いたします。

午後２時44分 休憩

午後２時55分 再開

■議長（仙頭 迅） 休憩前に引き続き会議を開きます。

私は、ただいまより、高知県立幡多農業高等学校の質問の間、議長を務めます。高知県立中

村高等学校２年、仙頭 迅です。よろしくお願いいたします。

一般質問を続けます。

大野衣生議員。

■６番（大野衣生） 幡多農業高校の大野衣生です。

質問を始めます。

本校の最寄り駅である古津賀駅の発着便は、約２時間に１本、バスの本数も少なく、駅で時

間を持て余すのが現状です。また、世間では、高齢者の方の自動車運転免許証の返納が進んで

いる中で、四万十市では思うように進んでいないように感じます。これは自動車以外の交通手

段が乏しいことが挙げられます。

他県や高知市などでは乗合タクシーなどの取組が行われ、免許を返納した高齢者の方が利用

されていると聞きます。

四万十市では、公共交通機関の充実や他県のような乗合タクシーなどの取組が行われている

のでしょうか。また、そのような計画はありますでしょうか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） お答えいたします。

本市では、今おっしゃいました地域の皆さんの移動手段確保のために予約に応じて運行する

デマンド交通、こちらいわゆる乗合タクシーというものになるんですけれども、一部の地域に

おいて実施をしております。高齢者をはじめとする自家用車の移動手段を持たない方々の生活

の足として活用していただくために、まず八束につきましては週２日間運行、それから後川、

それから富山・蕨岡、そして西土佐エリアにつきましては月曜日から土曜日まで運行している

という状況になっております。それ以外に中村市街地につきましては、中村まちバスというの

で見たことあるかもしれません、ちょっと小っちゃい箱バンのやつが年中無休で運行しており

ます。

以上でございます。

■議長（仙頭 迅） 大野衣生議員。

■６番（大野衣生） ご答弁ありがとうございます。

四万十市の交通機関の取組について考えたところ、四万十市ではまちバスが利用できますが、
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利用して思うことは、電話で予約する際、混んでいて利用できないことが多いということです。

なので、電話だけではなく、アプリなどで空き状況を確認できたり、そのアプリで予約やまち

バスを呼ぶことにも利用できれば、まちバスを利用しやすく、利用できる人の数も増えると思

います。

また、まちバス自体の数を増やすことができれば、より利用できる人の数も増えるし、汽車

の本数が少なくても、その代わりのものがあるので、少しは交通機関が充実すると思います。

なので、交通手段を充実させるためにも、このような取組をするのはどうでしょうか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。そういった新しい技術を導入したり、それか

ら待ち時間を減らすために取り組むということ、非常に重要な観点だと思います。現状今四万

十市の中では、そういったところにできてないということは、私のほうもしっかりと認識をし

ておりますので、いただいたご意見というのはしっかりと受け止めたいと思っております。

利便性を向上するということにつきまして、現在運行エリアの拡大、それから停留所の追加

というようなこと、それから待ち時間が40分を超える場合は、車両を追加する、その場で追加

して走らすというような形での対応というのは行っておるんですけども、ふだんから使えるよ

うな状況になることによって利用者が増えていくというようなことも十分に考えられますので、

しっかりと検討させていただきたいと思います。ありがとうございます。

■議長（仙頭 迅） 大野衣生議員。

■６番（大野衣生） ご答弁ありがとうございます。

このような取組を実現するために、どのような条件がそろえば実現に近づくのでしょうか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。まずは、どれほどのニーズがあるかという部

分になります。実際走っていると、いつもいつもいっぱいという状態ではないという現状もあ

りまして、そういった中で、１つはやはりニーズをきちんと把握して、最適化を行っていくっ

ていうことが非常に重要になってくるかなと思います。

それから、費用の問題があります。四万十市の中の限られた財政の中で運転するに当たって、

一定費用負担というものをユーザー、利用者の方に求めていくことによって、そこが解決でき

れば、また導入ということも前に進みやすいかなというふうに思います。

それと、今これはほかの問題もよく出てくるんですけれども、一番困難なのが、運転手が不

足しているっていう現状もございます。そういった中で、そういったお仕事っていうのもしっ

かりと構えていくことができたらいいんですけども、今日の答弁でお医者さんが足りないとい

うような話もさせていただきましたけれども、今、労働力が減っているという中で、そういっ

たお仕事っていうのを選んでいただく、そういったお仕事に就いていただく、そういったこと

も一緒に考えていくということが必要になってくるかなと思っております。
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以上でございます。

■議長（仙頭 迅） 大野衣生議員。

■６番（大野衣生） ご答弁ありがとうございます。

実現に近づくためにも、認知度についても大切なことだと思うのですが、幡多農業高校でア

ンケートを取った結果、まちバスの認知度は高く、利用している人もたくさんいました。

その質問に加えて、利用する際の感想など聞いてみたところ、やはり混んでいて使えないこ

とが多いなどの意見がたくさん上がりました。たくさんの人にとっても必要なものだと思うの

で、増やしたり新しく導入することは可能なのでしょうか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。必要なものの部分に関しましては、先ほど

言った運行してる車両の、多いときにはそちらのほうに重点的に配備をするとか、そういった

工夫をしながら、まずはあるものを最大限利活用していく、それからどうしても足りない部分

に関しましては、しっかりと手当てをしていくっていうことが必要になろうかと思います。運

転手さんがいないという問題につきましては、なかなか難しいところもあるんですけれども、

そこも含めて、四万十市だけに限らず、いろんなとこからこちらに来てもらって働いてもらう

というようなことも含めて、できる方法を考えていきたいというふうに考えます。ありがとう

ございます。

■議長（仙頭 迅） 大野衣生議員。

■６番（大野衣生） ご答弁ありがとうございます。

本日はお忙しい中、貴重なお時間をいただきありがとうございました。これからも四万十市

をよりよくしていくために、自分にできることを少しずつ取り組んでいけたらと思います。あ

りがとうございました。

以上で質問を終わります。

■議長（仙頭 迅） 以上で大野衣生議員の質問を終わります。

続いて、小谷杏留議員。

■７番（小谷杏留） 幡多農業高校の小谷杏留です。

質問を始めます。

本校では、県外からの生徒を受け入れる制度として、地域みらい留学やこうち留学を導入し、

来年度より県外生も志願できるようになります。本校寄宿舎の定員は36名となっており、現状

は定員に達していません。しかし、今年度開催された入学説明会では、多数の入学を検討して

いる中学生が参加、また８月に開催された本校オープンキャンパスでは、既に県外から複数の

参加があるなど、今後この留学制度を活用した県外生の入学が見込まれ、寄宿舎の不足が予想

されます。県立梼原高校のように、町の協力により、志願者が増加した事例もあります。これ

まで様々な地域のイベントに参加するなど、地域に根差した活動を行っている本校の入学者が
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増加すること、そして地元以外の方が、四万十市で暮らすことで、自分たちでは気づかない魅

力の発見につながり、またその魅力を私たちが発信していくことで、四万十市の活性化につな

がるものと考えています。

県立高校ではありますが、四万十市からの協力もお願いすることは可能でしょうか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。お答えいたします。

おっしゃるとおりで、幡多農業高校が地域みらい留学等取り組んでいただけるということで、

四万十市としても大変期待するところでございます。地域の教育環境の充実や交流人口の拡大

といったことを考えますと、市としても地域全体が活性化していく、そういった一助にもなる

と思いますので、しっかりとできる協力をしていきたいというふうに考えております。

実際にですけども、梼原町等々、これ多分四万十市でいうと西土佐になると思うんですけれ

ども、西土佐も同じように地域みらい留学をしておりまして、そういった中で、そこに関して

は、寄宿舎というわけではないですけれども、そういったものにも使えるということで若者住

宅というのを今計画をしておるところでございます。

幡多農に関しましては、寄宿舎を四万十市が建てるというのは、県の施設ですんでなかなか

難しいということと、西土佐とはちょっと地理影響的にも違いまして、四万十市の場合は、賃

貸住宅というようなものもございますので、そういったものをうまく活用することによって、

そういった部分をサポートしていくというようなこともできると思いますので、そういった形

でできる支援がないか考えていきたいと考えております。

以上です。

■議長（仙頭 迅） 小谷杏留議員。

■７番（小谷杏留） ご答弁ありがとうございます。

可能でしたら、できるならいつ頃できますか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

先ほど言った例えば西土佐で新しくその若者住宅みたいなのを造るってなると、非常にお金

も時間もかかるんですけれども、四万十市の場合は、先ほど申しましたように、地域に一定賃

貸物件というものが存在してますので、使える物があるということを考えれば、例えば今寄宿

舎がいっぱいになりましたと。それ以上の人たちが募集で来ましたということになったときに、

まずは県にはもちろん、県の施設ですんで、相談させていただいてどう考えるかっていうとこ

ろにはなると思うんですけども、例えば四万十市としてそういったところをあっせんしてみた

りとか、例えばじゃあそこに対して補助を考えるとか、そういったできることはあるのかなと

いうふうに考えます。それに関しては、いつというか、今あるものを利活用するので、期限的

なものはあまりないかなというふうに考えます。
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■議長（仙頭 迅） 小谷杏留議員。

■７番（小谷杏留） ご答弁ありがとうございます。

私たちも四万十市の活性化のために、幡多農業高校の生徒としていろいろな活動で頑張って

いきたいと思います。

本日はお忙しい中ありがとうございました。

以上で質問を終わります。

■議長（仙頭 迅） 以上で小谷杏留議員の質問を終わります。

続いて、川上香瞳羽議員。

■８番（川上香瞳羽） 幡多農業高校川上香瞳羽です。

質問を始めます。

今年度四万十市内の中学・高校において全国大会に出場したのは、馬術部・相撲部・陸上

部・柔道部など、大半は市が保有していない施設のスポーツです。地域の中高生が、全国の舞

台で活躍することで、地域の励みや子供たちの目標にもなり、様々な相乗効果が期待できます。

そのためにも、スポーツ施設の建設や増設が必要ではないでしょうか。

また、その施設を活用し、県外の有名大学やプロチームなどをキャンプ誘致することができ

れば、四万十市の活性化にもつながると考えています。

さらに、将来的には、雇用創出、イベント開催による経済活性化などにつなげていくことも

可能であると思います。

今後スポーツから地域の活性化を図るためにも、スポーツ施設を充実させる計画はあります

でしょうか。

■議長（仙頭 迅） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） ただいま川上議員のおっしゃったスポーツ施設の充実についてお答え

をします。

現在、四万十市では、市民の皆さんが健康で明るく活力に満ちた生きがいを持って生活がで

きる社会をつくることを目的に、スポーツ振興の取組を行っております。

現在、安並運動公園をはじめとするスポーツ施設が、子供から高齢者まで幅広く生涯スポー

ツの拠点として利用されていることを大変うれしく思っています。

その中で、地域の小中高生が、様々な舞台で活躍していただいていることは、非常に喜ばし

く、その活躍は地域に大きな活力を与えていると思っています。

また、スポーツ施設を活用したスポーツ合宿の誘致も行っております。これは四万十市ス

ポーツ協会を窓口として、市の関係する市役所の部署、いろいろな課と四万十市観光協会が連

携し、一体的に取り組んでいるところです。現在では、大学や社会人の野球部を中心に、少し

ずつ利用が増えています。

これらも市民の皆さんやスポーツ合宿に来ていただくチームに積極的に利用してもらいたい
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と考えているところですが、ご質問にあったように、市内の中学校や高校で行われている部活

動の中にも、四万十市内に専用施設がない競技があるのも事実です。新たな施設の建設や増設

については、様々な競技種目がある中で、全て対応することは、財政面や将来的な管理面から

難しさがあります。そのため、今は現在ある施設を優先順位をつけて改修し、今後も半永続的

に使用できるようにしようと考えております。最近では、令和２年に安並スポーツセンターの

アリーナの床、卓球室のエアコンの整備、令和３年にテニスコートの全面改修、令和４年には

具同体育センターの照明のＬＥＤ化、令和６年にスポーツセンターの屋根の修理などを行いま

した。この修繕で総額２億円弱の経費がかかっております。

今後も、多くの方にスポーツ施設を利用し続けていただくためにも、積極的にスポーツを楽

しんでいただきたいと考えています。そのためにも、施設環境の整備が重要であると思ってい

ますので、これからも利用状況や利用者、スポーツに関わっている皆さんのご意見を参考にし

て、計画的な整備・改修を行っていきたいと考えております。

以上でございます。

■議長（仙頭 迅） 川上香瞳羽議員。

■８番（川上香瞳羽） ご答弁ありがとうございます。

私はビーチバレーをしていて、昨年も今年も全国大会に出場しました。全国大会の会場は、

愛媛県にあり、愛媛県には屋内のビーチバレーボール施設があります。四万十市にもそのよう

な施設を造っていただきたいと思いますが、四万十市は、ビーチバレー人口が少ないため、

ビーチバレーのためだけの施設になると需要性が低くなると思います。なので、くろしおア

リーナのように、プールから体育館になる施設を、ビーチバレーコートから体育館に変身する

ような施設を造ることは可能でしょうか。

また、宿泊施設を伴った複合施設として活用することができれば、スポーツに限らず、プラ

イバシーを守る避難所としても活用することができます。膨大な費用がかかりますが、みんな

の需要性があり、スポーツ施設としても利用できる施設を造ってもらえないでしょうか。

■議長（仙頭 迅） 松田教育長。

■教育長（松田文雄） お答え申し上げます。

非常にすばらしい発想だと思います。できれば私もそういう施設があればうれしいなと思い

ます。ただ、やはり財政面でかなりの負担があること、それからどうしても利用者がどれだけ

いるのか、多くの方、老若男女の方が利用していただき、生涯的にスポーツに親しむことで生

きがいを感じていただくということが生涯スポーツの第一の考え方になってくるんではないか

と思います。したがって、非常にいい提案ではあると思いますが、今現在のところ、なかなか

困難かなと思います。ビーチバレーであれば、近くに、近くと言っても宿毛に咸陽島がありま

すよね。あこにビーチの、専用ではないですけど、ビーチができるようなコートもありますの

で、若干遠いですけど、ぜひ活用していただければ、またバレーをぜひやる人、やる人口、バ
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レーボール人口をぜひ増やしていただいて、その方々の声をたくさん出していただくと、実現

に近づいていくと思います。ぜひ増やしてください、バレーする人たちを。お願いいたします。

■議長（仙頭 迅） 川上香瞳羽議員。

■８番（川上香瞳羽） ご答弁ありがとうございます。

将来的に、今からビーチバレーの人口を私から発信して増やしていきたいと思います。

本日は貴重なお時間をいただきありがとうございました。大人になって、体育教師になり、

四万十市に帰ってきて四万十市がもっとよくなるように頑張ります。よろしくお願いします。

ありがとうございました。

■議長（仙頭 迅） 以上で川上香瞳羽議員の質問を終わります。

続いて、金子莉衣奈議員。

■９番（金子莉衣奈） 高知県立幡多農業高校の金子莉衣奈です。

質問を始めます。

私たちは、四万十市の若者の県外流出が深刻化している原因の一つとして、進学や就職先の

少なさ、そして若者向けの娯楽や商業施設の不足があると考えています。特に、地元で過ごす

中で遊ぶ場所がない、買物が不便などの声は多く、都市部の生活に魅力を感じて移住する若者

が増えています。

そのような現状を踏まえ、私たちは地域に活気のある商業施設を増やすことが重要だと考え

ます。例えば、アピアさつきは、昔からある施設ですが、現在はテナント数も少なく、活気が

感じられません。一方、昨年できたしまんとぴあは、多くの人でにぎわっており、地域の可能

性を感じさせてくれています。

このような、施設同士の連携や新たなテナントの誘致により、地元の魅力を発信し、若者が

住み続けたいと思えるまちづくりができるのではないでしょうか。市として、商業施設の活性

化や企業誘致に向けた具体的な支援の計画があるか、お伺いしたいです。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。お答えさせていただきます。

おっしゃるとおり、人口減少というのはもう非常に大変大きい課題になっておりまして、

様々な要因がある中で、おっしゃるように、こういった娯楽施設であるとか、そういったもの

が少ないというのもその一つの原因というふうには考えております。

そういった中で、市としてどういうふうに取り組むかというところではございますけれども、

１つ、まず商業施設というのは、やはり民間事業になりますので、四万十市がやるということ

にはなかなかならないということが一つあります。そういった中で、こちらに来ていただける

ような誘致活動であるとか、そういったことをやるとなったときに、現状、今の四万十市の人

口規模で、なかなか多分魅力的なものが来ていただけるというのは非常に難しいのかなという

ふうに考えております。しかしながら、交流人口を増やしていくであるとか、そういったこと
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とセットで、この地域に魅力的な施設というものができればいいなというふうには思っており

まして、例えば仕事であっても、例えば今は昔と違いまして、会社に行かなくてもできるよう

な仕事があればこちらで仕事をすることができると。そうなってくると、例えば東京にあるよ

うなおしゃれなカフェみたいなところで仕事をするような人たちもいますので、そういったも

のをこちらに持ってくれば、実際はそこで仕事をしていただければ、その人たちがお客さんに

なるという具体的な想像もできますので、そういった方法を取るということは、こちらとして

も、新しく来てくれる人、そして出ていって帰ってきてくれる人、そういった人たちの仕事を

する場として整備していく、もしくは誘致していく、そういったことは考えられるのかなと

思っております。

あともう一つが、先ほど言いましたしまんとぴあとアピアさつきっていうところなりますけ

ども、やはりアピアさつきも先ほど最初に冒頭申したとおり、民間企業でございますので、ア

ピアさつきだけ四万十市でどうにかしようとすると、ほかでご商売されている方々もいらっ

しゃいますので、なかなか難しい。しかしながら、アピアさつきの中に新しく何かをチャレン

ジしようとする人がいたりであるとか、そこで何かをしようという人たちがいれば、そういっ

た方たちに対する支援というのは今でも四万十市の中でもありますので、そういったものを有

効活用していただける、そういったことはできるんじゃないかなというふうに考えております。

以上でございます。

■議長（仙頭 迅） 金子莉衣奈議員。

■９番（金子莉衣奈） ご答弁ありがとうございます。

魅力的な施設と言っていましたが、具体的にはどのような施設があるといいと思いますか。

■議長（仙頭 迅） 山下市長。

■市長（山下元一郎） ありがとうございます。

先ほど言うた中で、まずは大きな魅力的な施設、例えば映画館とかそういったものは非常に

難しいというのが僕の見解でございます。

一方で、例えば分かりやすいとこではスターバックスであるとか、またタリーズであるとか、

今東京でいろいろシェアオフィスとかシェアラウンジとかっていう形でフリーのドリンクが飲

めて、すごいおしゃれな空間があったりとか、そういったところで仕事をされている人たちも

いて、でもそうなってくると、四万十市の中でも、これは単純に都会の中の格好いい施設じゃ

なくて、自然と融和したような、もしくはすごく景色がいい、環境がいいっていうところをそ

ういうところとマッチングすることによって、今度は都会にはない、この四万十市だからこそ

魅力がある、そういったような施設になると思いますので、そういった部分をうまく融合する

ことができれば、こちらの四万十市ならではというか、そういった施設になるんじゃないかな

と思いますので、持ってくるというよりは、ここで生み出したいなというふうに思います。

以上です。
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■議長（仙頭 迅） 金子莉衣奈議員。

■９番（金子莉衣奈） ご答弁ありがとうございます。

商業施設を増やすことで、私たちも現在行っているような地域のイベントなどももっと増や

していくことができると思います。私たち若者も地元の未来に関心を持ち、できるところから

関わっていきたいと思います。本日はありがとうございました。

■議長（仙頭 迅） 以上で金子莉衣奈議員の質問を終わります。

これにて一般質問を終了いたします。

以上で令和７年度四万十市高校生議会の日程は全て終了いたしました。

閉会前に市長より挨拶の申出があります。お聞き取り願います。

山下市長。

■市長（山下元一郎） 本日は、高校生議会にご参加させていただきまして誠にありがとうご

ざいます。そして、貴重なご意見をたくさんいただきました。ふだん自分たちが思っていても

なかなか口に出せないような意見であるとか、そういった率直なご意見がいただけるというの

は、また改めて考える機会となりましたし、そういったものを全てできるというものばかりで

はございませんけれども、逆に言えば、そういった思いを持ってる皆さんが、この地域にい

らっしゃるということを考えて、今後の政策をつくっていくにしても、実際運営していくにし

ても考えていきたいというようなヒントにさせていただきたいと思いますので、本当にありが

とうございます。

皆さんには、多分、僕も実は結構緊張しておりますけども、こういった場でしゃべるのって

あまりないと思いますんで緊張したかとは思うんですけれども、今日ここにこういった形で参

加していただいたことをきっかけに、まずは皆さんがふだん生活している中で、もっとこうし

たらいいなとか、こうあったらいいなっていうことを率直に集めていただけたらと思います。

友達と話してたり、そういった中でも、多分もっとこうあったらいいよなっていう、先ほどの

商業施設とかも多分そういう中で出てくる話だと思うんですけれども、そういったものをちゃ

んとを集めていただく、それをまた届けていただく、そういったことも重要になると思います

ので、それをふだんから仲間をどんどん広げていってもらいたいと、それが政治参加の一番最

初のきっかけになると思います。

もう一つは、ぜひともそういう中で解決方法を自分たちの中で考えてもらいたいと。自分た

ちだったらどうやったら解決できるんだろうか、こうしたらいいんじゃないかというようなこ

とも一緒に考えてもらいたいというふうに思います。

四万十市、今日議員さんもたくさんいらっしゃいまして、これを主催していただいてますけ

れども、職員さんも議員さんも本当にそういうことを考えながらやっております。しかしなが

ら、現実進めようとしたときには、様々難しい問題があります。そういったものを解決するた

めには、やはり自分たちだけが考えるのではなくて、実際気づきを得た人であるとか、もしく
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はそういった話を聞いて、本当は僕たちが思いつかないような解決方法は、もしかしたら見つ

かるかもしれません。そういったこともあると思いますので、ぜひともそういった市の課題で

あるとか、疑問であるとか、そういったものを皆さんで共有して、こうやったら解決できるん

じゃないか、そういったとこまで一緒に持ってきてもらえたらすごくうれしいなと思っており

ます。

本当に今日は貴重な機会をいただきまして、私のほうも勉強になりましたし、またこの機会

が、皆様のこれからの人生、そして今からどんどん楽しいことあると思いますけども、そう

いったときの一助になればと思っておりますので、ぜひとも皆さんが四万十市にまた帰ってき

てくれることを、もしくはそのまま残ってくれてもいいんですけど、期待しまして、私の閉会

のご挨拶に代えさせていただきます。

本日はお疲れさまでした。ありがとうございました。

■議長（仙頭 迅） 以上で市長の挨拶を終わります。

これにて令和７年度四万十市高校生議会を閉会いたします。

どうもありがとうございました。

午後３時24分 閉会


